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1 昭和 63年 8月11日(木曜日)午前 10時

1 館山市役所議場

1 出席議員 2 7名

1蕃 脇田 安保 2番 永井 龍平
3番 田沢 勝信 4番 圧司二三男
5番 岩村 勝弘 6番 山崎 雅己
7番 生稲 煙 8番 鈴木 勝美
9番 山口 康雄 1 0番 鈴木 忠夫
1 1番 神田 守隆 1 2番 榎本 春光
1 3番 山中金治郎 1 4番 小宮 利夫
1 5番 横溝 功 1 6蕃 石井 昌治
1 7番 石井 諜 1 8番 日下 君散
1 9番 川名 正二 2 0番 福原 勤
2 1番 辻田 実 2 2番 黒川 平治
2 3番 流山藤次郎 2 5番 渡辺 昭夫
2 6番 近藤 好雄 2 1番 林 豊
2 8番 飯田 義男

1 欠席議員 なし

1 出席説明員

市 長 半海 良一 助 役 小禽 澄男
収 入 役 渡辺 弘 市長公室長 錦織 茂
総務 部長 渡辺 秀夫 民生 部長 小幡 清之
経済 部長 安西 良一

1 出席事務局職員

事務 局長 川上 義雄 事務局長補佐 兵藤 恭一
書 記 鈴木 哲 書 ie 鈴木 修一
書 記 加藤 浩一

1 議事日程

昭和 63年 8月 11日午前 10時開議

日程第 1 会議録署名議員の指名

日程第 2 会期の決定
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日程第 3 議案第 37号 工事請負契約の締結について

開 会午前 10時o3分
0議長(飯田義男君) 本日の出席議員数 26名、これより昭和 63年

第 1田市議会臨時会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。

議長の報告

。議長(飯田義男君) 本臨時会議案審議のため、地方自治法第 121

条の規定による出席要求lζ対し、お手元lと配付のとおり出席報告があり

ましたので、御了承願います。

議案の配付

。議長(飯田義男君) ただいま市長から議案並びに説明書の送付があ

りました。

議案並びに説明書を配付いたさせます。

配付漏れはありませんか。一---ii!付漏れなしと認めます。

本日の議事はお手元に配付の日程表はより行います。

会議録署名議員の指名

0議長(飯田義男君) 日程第 1、会議録署名議員の指名を行います。

7番議員生稲 陸君、 19番議員川名正二君、以上両君を指名いたし

ます。

会期の決定

。議長(飯田義男君) 日程第 2、会期の決定を行います。

本臨時会の会期はっき議会運営協議会の意見は本日 1日という乙とで

あります。

お諮りいたします。会期を 1日と定めます乙とに御異議ありませλか。

( i異議なし Jと呼ぶ者あり}

。議長(飯田義男君) 御異議なしと認めます。よって、会期は本日 1

日と決定いたしました。
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議案の上程

。議長(飯田義男君} 日程第 3、議案第 37号工事請負契約の締結に

ついてを議題といたします。

議案の朗読を願います。

(書記朗読)

O議長(飯田義男君) 朗読は終わりました。

議案の内容説明

。議長(飯田義男君) 議案の説明を求めます。

(市長半津良一君登壇)

。市長(半淳良一君) 本日、乙乙 lζ急逮第 1回市議会臨時会を招集い

たしましたと乙ろ、議員の皆さま方はおかれましては、御多忙の折、御

出席を賜り、ま乙とはありがとうございます。

今回、急施を要するものとして御審議をお願いする案件は、一般議案

1件でございます。

以下、その概要について御説明申し上げます。

議案第 37号工事請負契約の締結についてでございますが、生活排水

処理施設建設工事lと係る指名競争入札の結果、鹿島建設株式会社が 3億

2 0 0 0万円をもって落札しましたので、同社と工事請負契約を締結し

ようとするものでございます。

工事内容といたしましでは、三軒町排水路下流地点lζ設置する鉄筋コ

ンクリートづくりの集水施設に排水を受け入れ、ポンプ圧送lとて湊地先

lと設置する鉄筋コンクリートづくりの処理施設で、日量 1200m3を浄

化処理し、八幡都市下水路下流促放流する工事で、工期を翌年 5月 31 

日までとするものでございます。

よろしく御審議のほどお願いいたします。

。議長(飯田義男君) 説明は終わりました。

質疑応答

。議長(飯田義男君) 乙れより質疑を行います。
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御質疑ありませんか。

o 1 1番(神田守隆君) 生活排水処理施設をつくろうということであ
りますが、何点かお尋ねをしたいと思います。

1つは、館山湾の海水浴場が大変汚慢が進んでおるという乙とで、先

般の新聞の報道等見ますと、全国の海水浴場の申で適ということで、改

善の必要ありとされた施設、ぞれが 3年連続にわたってというのは、北

条海岸をおいてほかにはなかったんではないか、あってもあと 1つ、 2

っというようなことで、全国的にも極めて館山の北条海岸の海水浴場の

汚染というのは進んでいるんではないか、乙の辺についての認識をどの

ようにお持ちであるのか。これを 1点。

そして、今度の生活排水処理施設がどれだけの効果が考えられるのか、

乙の辺についての御説明をいただきたいと思います。

次lと、乙の議案の説明資料等読みますと、おおむねの施設の内容はわ

かるわけでありますが、場所、ポンプ圧送等によりまして、ランニング

コストの面ではどのくらいかかるものであるのか、今後、乙の施設の維

持、管理という乙とでどれくらいの費用を年間考えていったらいいのか、

この辺についての御説明をいただきたいと思います。

次lと、処理の対象地域が 32. 7 ~の流域で、あるという乙とで、地図

も示されておるわけであります。海の今の汚染の状況からいたしますと、

乙の地域の対策というのは全体の一部lζ過ぎないと思うわけで、乙うし

た残された地域を含めまして、排水処理施設を今後も設置する考えはあ

るのかないのか、その辺についてのお考えがどうか。

次 l乙、三軒町排水路で一~理能力及び処理方式として、 1 日当たり

1 2 0 0 m'が処理能力ということでありますけれども、三軒町排水路の

場合の 1日当たりの流量という点から見るとどうなのかという乙とです。

お示しをいただきたいと思います。

それから、受注先が鹿島建設という乙とで、従来、鹿島建設という会

社を見た場合に、なかなかこういう分野というのが私もよく承知してお

らなかったわけで、今回 12社指名競争という乙とで行った、乙の 12 

社の業者というのはどういう業者が入っておるのか、その内訳を御説明

いただきたい。



そして、鹿島建設という会社が、乙ういう分野をかなりやっていると

いう乙とから指名されたと思いますので、乙うした実績についてはどう

なのか、御説明をいただきたいと思います。

以上、何点かにわたりましたけれども、御答弁lとよりまして再質問さ

せていただきたいと思います。

。民生部長(小幡清之君) まず、三軒町排水路についての処理施設の

効果という乙とでございますが、御承知のように直接北条海岸の海水浴

場へ流れ出ている排水路でございまして、 32. 7 ';.えという流域をもっ

ておりまして、その生活排水が全部そ乙へと流れてく訟わけでございま

す。ですから、非常にイメージ的lとも悪いし、また生活排水による汚染

物質負荷量もかなりのものが入っているという乙とでございまして、そ

れらを今回、すべて処理しようという乙とでございますが、三軒町排水

路については汚濁物質、また大腸菌対策等もかなりの効果が期待できる、

乙のように考えております。

次lζ 、ランニングコストの点でございますが、電気料、それから滅菌

用の消毒剤、それから保守点検の委託、乙れらで月 110万 80 0 0円

ほどの金額が現在のところはじかれております。

次lζ 、三軒町排水路だけでなく残された地域についての処理施設の考

え方はどうかということでございますが、大体、 700平米近い処理施

設の用地が必要でございまして、ほかに六軒町排水路あるいは中央排水

路、北条海摩排水路等いろいろあるわけでございますが、その処理施設

を設置するような適当な用地が現在のところまだ見当たってないという

ようなことで、それらをどうするか。流域別に水質検査を継続的に実施

していって、その流域の人たちとの話し合いをもっていこうというよう

な乙とは計画しておりますが、処理施設については用地というような問

題もありまして、今後の検討課題となっているところでございます。

それから、 1日当たりの処理能力に比べて流量ということでございま

すが、 1200 ばといいますのは、最大を見ましたときの流量でござい

まして、平均の流量といたしましては 59 5 m'程度というふうに考えて

おります。

以上でございます。
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0総務部長(渡辺秀夫君) 指名業者 12社についてですが、これはみ

な実績のある 12社でございますが、指名した業者名を申し上げますと、

機式会社熊谷組、三菱建設株式会社、飛島建設株式会社、日本国土開発

操式会社、清水建設株式会社、株式会社鴻池組、鹿島建設株式会社、株

式会社大林組、五洋建設株式会社、日本鋼管株式会社、扶桑建設工業株

式会社、株式会社竹申土木の以上 12社でございます。

それで、鹿島建設の実績はどうかという乙とでございますが、県内で

乙とし 6月比御宿の方で乙ういう施設を完了しておりますことをお答え

しておきます。

以上でございます。

O経済部長(安西良一君) 汚染の認識という乙とでございますけれど

も、北条海岸におきましての、今、問題になっておりますのが、いわゆ

るふん便性の大腸菌の数が大変多いという乙とでございまして、現在、

庁内の市長公室あるいは民生部、経済部と 3つの部にまたがります関係

各課の人を一堂に集めまして、その汚換の原因がど ζにあるかというと

とをまず突きとめような乙とで、いろいろ調査をしていると乙ろで ζ ざ

います。また、それらについてすぐに対応できるものは対応しようでは

ないかというような乙とと、将来にわたってどのような処置をしていっ

たらいいかというような乙とも含めまして、現在、研究会、検討会等を

開いている段階でございます。

以上でございます。

o 1 1番(神田守隆君) 御答弁lとよりまして、おおむねわかりました
が、何点か再質問をさせていただきます。

コスト面で 110万 8(yす0円という乙とで、電気、消毒、保守管理

という費用項目が上げられておりましたが、内訳的にわかるかどうか、

その辺をお示しいただきたいと思います。

それと、かなりの効果があるだろう一一一平均流量 595九ですか、こ

れは日常的な一一大雨とかは別として、日常的な、平均的な生活排水は

すべて乙乙を通過する一一大雨が降ったりした場合には流れちゃうんで

しょうけれどもーーという乙とで、かなりそういう点では効果があるん

だろうという御説明で大体わかりました。

， 
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しかし、あとこれ以外の地域ということで、ここが北条海岸との関係

でいえばちょうど海水浴場のど真ん中ということもありますし、乙こが

一定の効果を上げてくれば、海水浴場の海水の浄化ということにつなが

るだろうという点はそうなんですが、あと六軒町とか、回りの点につい

て、土地がない乙とが最大の問題というような先ほどのお話だと伺えた

わけですが、乙の方式を見るとほとんど地下lζ埋没した方式でやるとい

う乙とで、地上lζ出ないでほとんどこの施設がつくれる、技術的lζ可能

なようですから、そうした面から見ますと、土地がないという点につい

てはもっと工夫ができるんじゃないかという気がするんですが、公共用

地の申でもそうした乙とで、例えば道路の下、/あるいは公園の一部、い

ろんな場所を考えればできるんじゃないかと憩うんですが、本当に土地

の問題だけなのかどうか。土地さえあればさらに今後も検討するという

ふうにお考えになっているのか。その 2点について。

。民生部長{小幡清之君) ラシエングコストの内訳ということでござ

いますが、電気料が 79万 70 0 0円一--1f当 80万円ございます。それ

から滅菌用の薬剤が 14万 521円、それから保守点検関係が 17万 6

o 0円ほど、あわせて 110万 80 0 0円というわけでございます。
それから、ほかの排水路についての、施設の用地だけの問題かという

御質問でございますが、先ほど経済部長から御答弁申し上げましたよう

に、庁内で今、海水浴場対策ということで関係各課集まりまして協議を

進めているわけでございますが、その申でもそのような話が一一→可か利

用できる、地下方式で利用する方法也あるんじゃないか。さらに、また

下水道計画との兼ね合いも考えていかなくちゃならぬのじゃないかとい

うような乙とで、現在、検討を進めているというと乙ろでございます。

以上でございます。

o 1 1番(神田守隆君) 多分、下水道との問題があるんじゃないかと
いうふうに思っていたわけですが、先ほどのお話ですと、そういう乙と

ではなくて、土地の問題という乙とで言われてましたんで、土地の問題

ならばかなりそれなりの解決の方法あるだろう。下水道の問題について

も、今回乙ういう形でつくる、下水道計画その志のはもっと長い時間の、

長い尺度で考えなければならない問題でしょうから、ひとつほかの地域
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も含めまして、こうした施設、土地の問題の手当ても含めまして、下水

道との整合一一下水道との整合といっても、現在、具体的な計画がない

段階ですから、一概には言えませんけれども、海の汚染の問題がかなり

緊急度を増しているという認識の上で、こうした点を今後とも検討して

いただきたいという点を要望しまして、終わります。

O議長(飯田義男君) 他に御質疑ありませんか。一一樹質疑なしと認

めます。よって、質疑を終結いたします。

委員会付託の省略

。議長(飯田義男君) お諮りいたします。

本案については委員会の付託を省略いたしたいと思います口これlど御

異議ありませんか。

( i異議なし」と呼ぷ者あり)

0議長(飯田義男君) 御異議なしと認めます。よって、委員会の付託

江省略する乙とに決しました。

討論

O議長(飯田義男君} 乙れより討論を行います。

討論はありませんか。一一討論なしと認めます。よって、討論を終結

いたします。

採___.--/決

。議長(飯田義男君) 乙れより採決いたします。

本案を原案どおり可決することに御異議ありませんか。

( i異議なし Jと呼ぶ者あり)

0議長(飯田義男君) 御異議なしと認めます。よって、本案は原案ど

おり可決されました。

閉 会午前 10時 23分

0議長(飯田義男君) 以上で本臨時会lと付議されました案件は議了い

たしました。

、
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よって、これにて第 1闇市議会臨時会を閉会いたします。

。本日の会議lと付した事件

1 会議録署名議員の指名

1 会期の決定

1 議案第 37号

地方自治法第 123条第 2項の規定により署名する。

館山市議会議長 飯 国
~ 

義 男

館山市議会議員 生 稲 睦

館山市議会議員 !
 
!
 

'
E

・' 名 正
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